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もう抱え込まないで
­昇降式座位保持装置+ベルトコンベア­
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通常の発達
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床 椅⼦
頻回…

⼦どもの時は床で活動することがほとんど
➡ 成⻑しても床での⽣活を続ける
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ニーズ：問題点

正常発達︓成⻑とともに座位・⽴位を獲得

重症⼼⾝障害児︓体は成⻑するが、座位や⽴位が取れない

床から抱える介護の継続で腰痛に︕
落としてしまうことへの不安︕
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ニーズの疫学

・在宅⽣活をしている重症⼼⾝障害児の調査では道具を使わずに移乗介助を⾏っている割合は

73.9％ リフト導⼊率は低い…

・⾼齢者施設での調査
リフト導⼊率10％未満の施設 腰痛発⽣率47.9％〜85.0％
導⼊率が25％以上の施設 22.8％〜29.2％

その差は1.64~3.73倍

村田伸, 大山美智江, 坂田栄二, 介護職員の腰痛発生率と移乗介助用福祉用具の導入割合との関連, ヘルスプロモーション理学療法研究, 
2021, 11 巻, 3 号, p. 117-121
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既存のソリューション

安全性

利便性

GAP

起床就床動作補助リフト ライザー
簡易担架

ロボットスーツ

リフト

抱える介助
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コンセプト

⽀えて 移して

持ち上げない機構
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既存ソリューションとの違い

座位保持装置に移乗したいとき
すべてのシーンで使えます

脱⾐所などスペースが限られた場所

外出先など⼈⽬の多い場所
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コンセプトを支持するデータ

脳性⿇痺のお⼦様とご家族 療育センタースタッフ

現状は⼒のある男性は
持ち上げられるが、⼥性は⼤変。
これなら男性でも⼥性でも⼀⼈で
介助できそう︕

座位保持装置の座⾯は厚みがある
ので、下まで下がっても持ち上げ
る必要がある。これなら腰の負担
は減るかもしれない︕
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ビジネスモデル

販売業者
（開発者）

⽀払い

納品納品

⽀払い

⽀給券

判定依頼 市区町村

製造業者

モノの動き

オカネの動き

医療者

家族

納品
⽀払い

Aチーム

⽀払い
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TAM
獲得できる可能性のある市場全体

SAM
実際にサービスを提供できる市場

SOM
実際に獲得できる市場規模

or 
⾃社が獲得できている市場

市場規模（日本） 座位保持装置 35万円

座位保持装置の新規⽀給決定件数
1,500⼈

5.25億円

⽤具を⽤いず移乗介助 2万⼈
70億円

35億円
座位保持の1年間の⽀給件数 1万⼈

(1) 厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部企画課 平成20年3月24日 平成18年身体障害児・者実態調査結果

(2) 厚生労働行政推進調査事業費補助金(障害者政策総合研究事業)

(1)

(1)

(2)
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ロードマップ

STEP

01

STEP

02

STEP

04

〜2025

2027〜

〜2025

STEP

03

〜2026

試作制作

ヒアリング・機能評価

モニター実施

販売

・
完成⽤部品申請

・特許申請

機能改善
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近藤 夕騎（PT）
国立精神・神経医療研究センター病院

田戸 寛徳（エンジニア）
アルケア株式会社 水口 寛子（OT）

国立国際医療研究センター

田口 恵梨（ST）
千葉県東葛飾障害者相談センター

チームメンバー
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抱え込まない選択肢を︕
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